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１ 研究課題  

 子どもとともに育つ保育者 

 

２ 研究・研修の視点 

  保育者は、子どもにとってよき理解者であり、共同作業者であり、指標となるべき存在でもある。

子どもは、人間性豊かな保育者のもとで、安心感や安定感をもちながら園生活を送ることができるよ

うになる。様々な遊びや生活からの学びは、義務教育及びその後の教育の基礎、さらには生涯にわた

る人間形成の基礎を培うものである。保育者が自らの経験を豊かなものにすることで、子どもの遊び

や生活を深めること、さらには充実させることにつなげていきたい。 

  子どもとの生活の中で、保育者は日々を学び成長し続ける存在として、出会い、成長を助け、子ど

もとともに現在を構築し、子どもとの間の体験を省察する。保育を省察するために、保育を互いに見

合い、意見交換を重ねることで、保育者自身が園や自分の保育のよさ、及び課題について、深い理解

を得ていくように、園全体でも常に教育・保育理念や教育課程を理解し、改善につなげていくことが

重要となる。 

保育や子どもの姿について様々な観点で、同僚と語り合い学び合う園内研修や、保育者一人一人が

自らの持ち味を生かすための、キャリアに応じた断続的な研修の受講は園内の組織の活性化につなが

る。 

子どもたちの人間形成の基礎に大きく関わる私たち保育者は、これからも園内外での研修を充実さ

せ、自己研鑽に努め、子どもたちとともに育ちあいながら教育の質の向上に努めていきたい。 

 

３ 主な研究・研修の内容と計画 

 (１) 主な研究・研修の内容 

   ・ 仕事の効率化、組織の活性化について意見を出し合い共通理解を図る。 

   ・ より良い保育につながる園内研修をおこなう。 

   ・ 本研究が、“子どもとともに育つ保育者”にどうつながっていくのか検証する。 

 (２) 研修計画 

   ・ 令和２年度 

     本園の教育内容、行事の見直しと改善、及び積極的に園内研修を計画・実施し、保育者のキ

ャリアアップを目指す。 

   ・ 令和３年度 

     前年度の研究を踏まえ、新たな課題の見直しと改善を図る。保育者のキャリアアップがどの

ように子どもに反映されたのかを検証し、継続した取り組みとなるように位置付ける。 

 

第５分科会 

 仕事の効率化と組織の活性化 
 を考える 

問題提起園 

問題提起者 緒方 愛 
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㸲 研究のᴫ要 

(１)  研究・研修࣐࣮ࢸのとらえ᪉ 

 仕事の効率化と組織の活性化を⪃えるࠖࠕ

を研究の࣐࣮ࢸとし、ࠕ仕事の効率化ࠖと 

 、組織の活性化ࠖという２つのഃ㠃からࠕ

園の現≧をᤊえて⫋ဨ間で意見や課題を出し 

あい、視点、᪉向性をより᫂☜なものにし、 

その上で保育にどうつなげていくか⪃える 

ことにする。 

(２)  研究の内容 

ձ 仕事の効率化 

 。行事内容の見直し、年間行事・活ືに見通しを❧てる ࠐ
年度はじめに行事の見直しを図り、⫋ဨの㈇ᢸ㍍ῶを行ったが、まࡔまࡔ改善がᚲ要であ

る。 
行事⤊後にࢢࣥࢸ࣮࣑を㛤き、反省と᮶年度はどうするか改善点までヰし合いグ㘓を

ṧしている。グ㘓をṧしておくことでḟ年度、改善点を踏まえࢬ࣮࣒ࢫにᡴち合わせを行うこ

とができる。 
 

 。行事➼の見える化を図る ࠐ
行事を行う㝿、‽ഛ≀・㓄置・∦付け᪉・⫋ဨのືき➼をࢺࢫࣛや┿付きで᫂☜にグ㘓

しṧしている。ḟ年度このグ㘓を見ながら‽ഛ➼を行うことにより、間の▷⦰や‽ഛᛀれ㜵

Ṇにつながり、ᙜ日のືきも☜ㄆできるようになった。また、もし行事を経験していない⫋

ဨでも見ながらであれࡤ‽ഛできるという点もある。 
 

 。をᑟධするࣥࣔࢻࢥ ࠐ
ᮅの⫋ဨがᡭⷧな間ᖏでのḞᖍ・㐜้の㟁ヰにᡭがとられる。㐃⤡ࢺ࣮ࣀのᑐ応間が

あまりとれない。このようなၥ題点からࣥࣔࢻࢥというアプリをᑟධし、㐃⤡ࢺ࣮ࣀのᗫṆを

行った。 
 <の点ࣥࣔࢻࢥ>
・ 保ㆤ者からの㐃⤡を⫋ဨᐊのࣥࢥࢯࣃおよび⫋ဨಶ人の࢛ࣥࣇࢺ࣮࣐ࢫで受け付けられ

る。 
・ 出Ḟの☜ㄆ、お㏄え間、ࢫࣂりሙኚ᭦、保ㆤ者からの㐃⤡➼を全⫋ဨがᢕᥱするこ

とができるのでఏえᛀれを㜵ࡂ、ሗの共᭷を図られる。 
・ 㟁ヰにᡭをとられࡎỴまった間に☜ㄆするࡔけで῭ࡴ。 
ࢥ、りや園౽りをアプリ上で保ㆤ者に送ಙできるので༳ๅ・㓄ᕸのᡭ間を省き౽ࢫࣛࢡ ・

 。⣬➼の⠇⣙にもつながる⏝࣮ࣆ
・ ⥭ᛴ㐃⤡や感ᰁのⓎ生≧ἣなどを༶に▱らせることができる。 

 
 

(付⟢をった࣮࣡ࣙࢩࢡップ) 
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 をᑟධしてみてࣥࣔࢻࢥ ͤ
・ 出Ḟ、㏄えの間、子どもの体ㄪᢕᥱが▷間で῭ࡴようになった。 
・ 㐃⤡事㡯が⡆⣲になり、ᢸ௵の“お㏉事”にᑐする㈇ᢸが㍍ῶされた。 
・ 保ㆤ者によっては、活⏝ができていない人もいる。 

アプリを࣮ࣝࢺࢫࣥしていない。 
㐃⤡事㡯や、送㏄のኚ᭦など、まࡔ⏝していない人がいる。 
Ѝ園からのⓎಙを㨩ຊあるものにᕤኵして、活⏝をಁす。 

・ ᭙日や間に関ಀなく㐃⤡がධるので、☜ㄆや㏉⟅にᅔる。 
 Ѝ日᭙・⚃日及び㛤ᡤ間外の㐃⤡については、㏉⟅が㐜れることがあることを

前もって▱らせるなど、⏝の࣮ࣝࣝ作りをする。 
 

ղ 組織の活性化 

 。ㄆ定こども園であるが、合同での園内研修がᑡない ࠐ
     㸮㹼２ṓඣ、３㹼㸳ṓඣࡈとに࢝リキ࣒ࣗࣛや一日の࣮ࣝࣗࢪࢣࢫをタけている。�

㹼２ྕは一ࢫࣛࢡに一ྡの保育者の㓄置で人ဨにవ⿱がなく、� ྕはおやつ、༗╧➼の

間もあるので、୧園でまとまった間をタけることが㞴しいことが課題としてあげら

れる。 
 

 。園内研修を充実させ、の保育者の保育の様子を見て研究できるᶵ会をタける ࠐ
保育活ືにおいて子どもたち一人一人に᭱も㐺した᥋し᪉、教育保育をすることは㠀

常に㞴しい。また、それは子どものⓎ㐩ẁ㝵でも␗なってくる。 
園内研修でのࢫࣛࢡの様子や保育者の教育᪉ἲを見ることによって、自らの教育᪉

ἲをᖜᗈいものにできると共に、自分のこれまでの教育᪉ἲをᐈ観的に分ᯒすることが

できる。また、研修ᢸᙜのࢫࣛࢡの保育者は見学者から改善点を見極めてもらい┦効

ᯝがᮃめる。互いに意見することで┦ᡭの⪃え᪉をより理解でき、保育者同ኈの人間関

ಀもより良いものになるࢁࡔう。 
さらに、┴の研修会➼でその㐨の࢚キࢺ࣮ࣃࢫである講ᖌや関ಀ者に積極的に質ၥし

ሗを得ることで保育者として᭦なる成長が見㎸めるのではないࢁࡔうか。 
 

 ࡄリ化を㜵ࢿ࣐ࣥ ࠐ
ఱ事も経験を重ねるとఱかၥ題が㉳き、それを解Ỵしなけれࡤならないに㐣ཤの事

や࣮ࣥࢱࣃなどから᭱㐺解をᑟくものである。大のሙ合、これで㞴なく解Ỵできる

かもしれない。しかし、これで現ẁ㝵௨上の成長がこのඛできるࢁࡔうか。よりも᭦

に良くしようと努ຊしなけれࡤ組織はඖよりಶ人の活性化すらᮃめないのではないࡔ

 。うかࢁ
保育の現ሙで⪃えると、まったく同じ性᱁、࣮ࣥࢱࣃの子どもは㐣ཤにもඛにも一人

も存在しない。保育者は置かれている≧ἣにᑐして᭱㐺な教育を✺きワめていくᚲ要

があり、常にὶື的にならなけれࡤならない。 
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௨上の理⏤から、園内研究保育を定ᮇ的に実施すれࡤ、その㒔度新たな教育᪉ἲを見

出し、自らの教育を分ᯒ、研究できる。組織の一ဨとして保育者一人一人が研修を通し

て学びሗ共᭷し、それらを自らのࢫキࣝとして活⏝することで組織は活性化できるの

ではないࢁࡔうか。 
(３)  研究の取り組み 

ձ 行事の見直し、保育のὶれを⪃えた年間計画、教育課程の作成。 

ղ ࣥࣔࢻࢥのᑟධ。 

ճ ᗂ⛶園㒊と保育園㒊の⫋ဨ間の共通理解と㐃ᦠ。 

մ 園内研修会の計画及び実施。(令和２年度は、㸴᭶・１㸮᭶・１᭶のண定) 

յ ␗年㱋の関わりをቑやす。 

ն 実㊶事を研修、研究し保育に反映させる。 

(㸲)  研修、研究の実㊶ 

・ ᗂ⛶園㒊と保育園㒊の共通理解と㐃ᦠを図るためのᡴ合せ࣓ࣞࣗࢪ作成。 

(３)㸫ճ(ู⣬㈨ᩱ１) 

   Ѝ࣓ࣞࣗࢪを作成したことで、互いのண定やそれにᑐする⫋ဨのືきが分かりやすくなり、

ᡴち合わせにかかる間も▷⦰できるようになった。 

   ・ 園内研究の実施。(３)㸫մ(ู⣬㈨ᩱ２) 

       Ѝの保育者の保育を見ることが、よい่⃭となり、新しいことにᣮᡓする意ḧや、ሗ、

▱㆑、ᢏ⾡の交換、⫋ဨのࢡ࣮࣒࣮࣡ࢳの向上につながった。 

のⱑ᳜えから✭までを通して、事を踏まえながら保育のᒎ㛤を園内研修会で࣐ࣔࢶࢧ ・

取り上げた。(３)㸫ն(ู⣬㈨ᩱ３) 

   Ѝ学年ࡈとの実㊶事を㞟めて、活ືのὶれ、教ᮦや遊びについて⪃えてみたことで、ḟ年

度の保育のᖜ(㑅ᢥ⫥)がᗈがった。 

(㸳)  まとめ・後の研究課題 

ᅇの研究に取り組ࡴにあたり、⫋ဨ間で意見を出し合い、ヰし合いができたことは、互いの

⪃えを▱り、共通の課題や園としての᪉向性を理解しあううえで、かなり᭷意義であった。後

は、行事の見直しを㐍めるとともに、実㊶事をもとに、園内研修会を行い、よりᴦしい取り組

み・生活のὶれをᤊえた取り組みができるように目指したい。 

研究はまࡔጞまったࡤかりであるが、㝈られた間の中で、目の前の子どもの┈を᭱ඃඛと

しながら、どのように仕事を効率化し、どのように組織を活性化させ、それを保育者自身のキャ

リアアップにつなげ、さらには、どのように子どもとともに育っていけるのか、ᑡ子化、保育者

㊊➼、ၥ題のከい中ではあるが、園全体で༠ຊし合いながら積極的に課題に取り組ࢇでいきた

い。 
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日 曜 ゆかり(３～５歳児) サッカー体操 どんぐり(０～２歳児) 準備　等 給食等 その他 出張等

1 金
2 土 弁当
3 日 憲法記念日
4 月 みどりの日
5 火 子どもの日

6 水 振替休日

7 木 衣替え(夏服着用) 体操教室
8 金
9 土 弁当
10 日
11 月 　　　　　　　　　　　個人面談
12 火 交通安全教室 サッカー 交通安全教室
13 水 内科検診１０：００～ 内科検診１０：００～ 職員健康診断

14 木 (春の親子遠足) 弁当 体操教室
15 金 誕生会(ほし組)

16 土 弁当
17 日
18 月
19 火 サッカー 　中央中職場体験

20 水 ６月カリキュラム　　誕準備

21 木 誕生会 体操教室
22 金 避難訓練 避難訓練
23 土 弁当
24 日
25 月 ひよこ・こあら 自由遊び環境準備

26 火 自由遊び 自由遊び
27 水
28 木 ほし 体操教室
29 金 月末統計 ぞう 徴収袋渡し（６月分）

30 土 (土曜参観)　　　　　
31 日

<活動> <目標>

・挨拶や返事は元気よくしましょう
<うた>
おべんとうのうた
おかあさんのうた <その他留意事項>
ふしぎなポケット
せっけんさん ・手洗い指導

・マスク使用
こいのぼり ・消毒液使用

・毎朝の健康観察、検温

　　苗とりまとめ　　　日まで
・健康、安全に生活する方法を知る

・自然の変化に気付き植物を育てる楽しみを知る

　資料１　　幼稚園部と保育園部の共通理解を図るための打合せレジメ　

おはようクレヨン
園歌

・内科検診を受ける

<努力目標>
・春の親子遠足に参加する
・植物を育てる

ことりのうた

園だより２９日　クラスだより１５日、２９日　　　　エンジョイタイム、音楽教室日程、キラキラお話の会
父の日試作　　　　　　尿検査日　　熊毛発表にむけて

・交通安全教室に参加する

・クラスの野菜栽培計画

令和2年度　5月　カリキュラム

　個人面談は今後の状況で判断

※自由遊びの環境準備をどうするか

※コロナウィルスの影響により

※土曜預かりは原則、前週の
火曜日が申し込み締め切り

・母の日のプレゼントを作る
・友だちと仲良く、給食・お弁当を食べる

・避難訓練に参加する

・コロナウィルス感染拡大防止に努める
　１４日(木)親子遠足
　３０日(土)土曜参観

　　１１日の週に植える

・集団生活の決まりを知る

中止
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㛫 幼児の活動 指導ୖの留意Ⅼ 準備・その他

10㻦00 䕿遊ᡙ室に集まる(全園児)

䕿䝢䜰䝜にあ䜟せて体を動かす䚹

　　ラン䝙ン䜾、スキップ

　　ケン䝟、スライ䝗　など

10㻦20 䕿お話䛂᳃のこっこさん䛃を振り返る䚹

　・Ⓩ場人物に㛵ᚰをも䛴

10㻦30 䕿表⌧遊び䛂᳃のこっこさん䛃をする䚹

　・うさぎ・・お⭡がすいている

　・䝰䜾ラ・・㏞子

　・䛽䛪み・・㢼㑧をひいている

　・こっこさん・・༸を⏘む

　・キ䝒䝛とこっこさん

䚽友だちの動きにも㛵ᚰをもたせる䚹

10㻦50 䕿活動したことに䛴いて話し合う䚹

　・今日は、どんなことをしたか

　・どんなことが楽しかったか

11㻦00 䕿ྛ保育室にᡠる䚹

㻌資料　２　園内◊✲保育　保育指導

令和ඖ年度ࠉ園内研究保育指ᑟࠉࠉ㸳ṓඣࠉ

䕿᭤をよく⪺いて楽しく活動する䚹
䚽お話䛂᳃のこっこさん䛃をもとに、友だちとイメージを共᭷し、体を動かして遊䜆ことを楽し
む䚹

䛽　ら
い

䕿子どものᵝ子をぢて３歳児から５歳
児までが理解できるように⿵足をධ䜜
ながらゆっくり振り返る䚹

幼児
の
ᐇែ

䕿༞園にྥけてのᐇᮇにධってきているが、保育⪅の話を༙分⪺いただけでண して動
いてしまう子どもや、人のᵝ子保育⪅の動きが気になり、場ᡤや㛫を⪃え䛪に㉁ၥや⾜
動をとってしまう子ども等、ⴠち着きの↓い事もし䜀し䜀ある䚹
䕿体を動かすこと、リ䝈ム遊びはዲきで、㐍んで⾜っている䚹全員がスキップできるようにな
り、動きながら友だちとの㛫㝸を意㆑できるようになってきている䚹
䕿ᮏ日は、全園児をᑐ㇟としたリ䝈ム遊びに参加し、年㛗組として手ᮏの動きができるよう
にຓしていきたい䚹

䕿い䛴も通りに㐍め、ᚰと体がほぐ䜜
て、動きやすくなるようにする䚹

　として、また職員◊ಟの場として園全体でྲྀり組んでいきたい䚹

・３歳から５歳までのᖜがᗈく、共通理解を図るようなゝⴥけが難しかった䚹
・ᛮった௨ୖに、子どもたちが楽しみ、ひと䛴୍䛴の活動に㛫をかけたので、㛫内でணᐃ
　の保育内ᐜを⤊䜟らせることが出᮶なかった䚹
・参観というᐈ観ⓗな❧場で、クラスの子どものᵝ子をみることができ、᪂しい発ぢが出᮶た䚹

䕿䝩ールのᕥྑに分か䜜てᗙり、〄足
になる䚹(㠐、㠐ୗのᢅいにὀ意する)

・リ䝈ム遊びをすることは、体の使い方だけでなく㊥㞳感や他⪅とのス䝢ー䝗感、話を⪺く力、
　できたことからくる自ಙなど、ᚓら䜜ることがከく␗年㱋の่⃭にもなるので⥅⥆した活動

䕿ゝⴥがけをከくし、お話のイメージ、
動物のイメージを共᭷する䚹

・䛂᳃のこっこさん䛃のお
話を事前に(お話の
㛫に)⣲話で⪺かせ、
㛵ᚰをもたせておく䚹


┬

䕿個䚻の動きをㄆめ、楽しく動けるよう
にし、子どもからの表⌧やゝⴥをྲྀりධ
䜜ていく䚹

䕿保育⪅が、キ䝒䝛になる事でお話の
ୡ⏺（表⌧）をより㇏かなものにする䚹

䕿ḟᅇに䛴ながるように話し合いをす
すめる䚹楽しかったとゝう気ᣢちで、⤊
䜟り、ḟにᮇᚅをᣢてるようにする䚹
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